


発掘調査速報
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みなさんは亀山って知ってますか。木

更津市から久留里線にゆられて� 1時間、

終着駅が上総亀山駅です。亀山温泉、

ブラックパスのメッカの亀山湖などな

ど、房総丘陵に固まれた美しい観光地

として有名です。君津市の一番奥に位置

します。

昨年の秋、あたり一

面が紅葉の季節に、こ

こ亀山の寺ノ代遺跡の

発掘調査を行いまし

た。調査担当の職員、

山のなかの遺跡とは聞

いていたものの、現地に到着してみると、

なんと標高約� 100mの山の頂上、亀山

湖を見おろすがけの上が寺ノ代遺跡で

した。

さっそく調査開始。こんな山の頂上で

なにが出てくるやら…。山の頂上の遺跡

は、信仰や修行のあとが発見される例は

多いのですが、寺ノ代遺跡は予想はおお

はずれ。いきなりおどろくほど大量の縄

文土器が出てきました。調査が進むにつ

オL、弓矢の先、木をe切ったり穴を掘る道

具、木の実をつぶす道具など、ごく普通

きに使う台なのですが、こんなに大きな

石皿は千葉県でも初めてです。長い時間、

この村に人間均等らしていた証拠です。

たくさん集めた木の実をこの石皿を使っ

てつぶしていたんですね。

寺ノ代遺跡からは家の跡もみっかりま

した。家の真ん中には、炉(いろり)も

みっかり、火を使ったため、 土が真っ赤

に焼けていました。つぶした木の実を煮

たり、魚を焼いたり、寒いときは暖房が

わりにf吏ったので、しょう� O

炉の赤い土や石皿を見つめていると、

ってしまった私たちの

毎日の暮 らし。結構便

利なように見えても、

実はこんな生活は、山

や川や海、花や木の実

といった、私たちの身

近にある遠い昔の財産

を忘れさせてしまって

いるとも思えてきます。

「山の暮らしも悪くな

いなあ」…、それが担

当職員が寺ノ代遺跡の

6遺跡今昔物語


今回ここで紹介した君津市寺ノ代遺跡や、市原市市原条里制遺

跡から出た稲を刈る道具など、遺跡の発掘調査をすると、いろい

ろな時代の、さまざまな道具や生活の跡などが発見されます。そ

れでは、なぜ発掘調査を行うのでしょうか。

いいものが出てきそうだから ・¥工事をしていたら芯んか出て

きちゃったから一。 こん芯答えはちょっとちがいます。

千葉県は遺跡の宝庫。どこにどのような遺跡があるのか、あら

かじめ調べてあります。ですから、道路や、建物をつくるとき、

その場所が遺跡た、ったら、工事の前に、私たちが調査を行うこと

になっているので、す。

今から10年前、市原市に大きな浄水場をつくることが計画され

ました。私たちが浄水場の建設予定地を初めて訪れたとき、その

場所は、市原市内を見おろすことのできる台地の上、見渡す限り

の広い草むらでした。この場所は市原市福増というと乙ろで、縄

文時代の遺跡であることはわかっていました。ところがここの地

名を調べてみるとびっくり、土器石(かわらけいし)という名前

がついていました。昔から土器や石器がたくさんひろえた場所だ

ったんですね。

人がくうし始め、

石器のまとまりが60ヶ所っく� 5れる� 

14掴~
そ うそ"�  . そ う �  e
草創期・早期 (約 10，000年前)

ろ あ� U

炉穴という調理場が20基つくられる
かい� 11' 

貝殻で
5

文様をつけた土器が流行する

前期
げんを

(約7，000年前)

一時誰も住まなくなる
ち� t1 ~'I! 

中期 (約 5，000年前)

円形の住居が約100軒つくられ、にぎ

わう
己当官

後期 (約 4，000年前)

大きな村がつくられ、にぎわう

柄鏡形住居などの家が約400軒つく

られる

食べ残した貝殻が多く捨てられ、貝場

ができる

土器がたくさんつくられる

(ダンボール箱で5，000箱分もみつか

る)

晩期
ばんを

(約3.000年前)

一時人が住み、土器がたくさんつくら

れる

石製の玉のネックレスが流行

の生活に必要な道具が続々と出てきまし 自然に閤まれた縄文時代のたくましい毎 調査を終えて、次の現

た。一番おどろいた物は、直径� 1mもあ 日の暮らしが思い浮かんできます。コン 場へ向かうときの感想

る石皿です。丸い石で木の実をつぶすと ビニやテレビやSお菖や高速道路になれき でした。

収蔵遺物コーナー


わかっているようで、実はあまりよくわかっていないこと

が、考古学の世界ではよくあります。道具の使い道などがい

い例です。たとえば縄文時代、いろいろな種類の石器が発見

されていますが、すべての石器についてその使い道がわかっ

ているわけではありません。そんな時、私たちは、似たよう

な石器を使っている外国の悶矢の例や、日本の昔ながらの道

具と比較をして、使い道をあれこれ想像します。

古墳時代以降になると、石器は姿を消し、木や鉄でできた

道具が広まりますが、残念ながら木はくさり、鉄はさびてし

まい、どんな道具があったのかさえもわかりにくくなってい

ます。

市原市の市原条里制遺跡は、弥生時代以降の回んぼの跡が

見つかった遺跡として有名ですが、田んぼの跡だけあって、

おもしろい道具が見つかりました。かまぼこのような形をし

た木に、半月の形をした鉄の刃が、釘でとめられていた不思

議な道具です。木には何のためだか穴もあいていました。こ

の道具は古墳時代から平安時代くらいの田んぼのあぜのなか

から、木のげたや、木のいれものなどと一緒に見つかりまし

た。ちなみに、このかまぼこ形の木は、木の種類に詳しい先

生に聞いたところ、杉であるとのことでした。

さてこの道具なにに使った物なのか、ひとめ見ただけで

はわかりませんでした。そこで、日本の昔ながらの道具と比

較するために、あれこれ調べてみました。すると、福島県の

会津地方で昔使われていた「コウガイ」という、穀物を収穫

する道具に似ていることがわかりました。しかもあいていた

穴は、ひもをつけて、指をいれて、手と道具を固定するため

のものだということまでわかりました。

さて皆さん、ここまで説明すればもうわかりましたね。稲

刈りの道具です。稲穂、を刈るための穂摘具といいます。今で

こそ稲刈りは大きな機械で、あっという聞に終わってしまいま

すが、昔はやっぱり手作業、こんな小さな道具で、 一生懸命

に穂刈をしていたんですね。

千葉県内の最新出土考古資料の一大集合展「地中からのメッセージ」開催中

市原条呈制遺跡穂摘具・鶴ケ岡� 1号墳ガラス小玉鋳型イ也� 20遺跡約� 800点� 

調査開始…、予想通り縄文時代の大きな村の跡でした。家の跡

が約500軒、食物をたくわえたり、お墓に使う穴が1000基も見っ

かり、調査前の、見渡す限りの広い草むらは一転して、野山をか

けめぐる縄文人の暮らしを、いきいきと想像させてくれる場所に

変身しました。

調査も終わり、いよいよ浄水場の建設、そして完成 。量笥刊

を流れる水は、ここ福増浄水場で、市原市民や千葉市民にとって

欠かすことのできない大切な飲み水に大変身。調査前の草むら

も、近代的な設備を整えた、浄水場に大変身しました。

調査前ののどかな景色、調査中のいきいきとした景色、そして

完成した近代的な浄水場� .私たちが自にした移りゆく景色のな0

かにも、昭和� -平成のちょっとした小さな歴史が刻み込まれてい

るんですね。

今後も「遺跡今昔物語Jのコーナーでは、発掘された遺跡をと

おして、私たちの身の回りの、平成の小さな歴史をご紹介してゆ

きたいと思います。

丸い古墳が1墓つくられる

「品量1閣臨草声明匝両

方形周溝状遺構というお墓が約40墓

つくられる

お寺がつく� 5れる

住居が� 1軒だけつくられる(お墓の管

理人が住む?)

誰も住まなくなる

福増浄水場完成給水能力90，OOOrril日






